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神奈川県監査委員公表第10号

監査の結果に関する報告について

地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第１項及び第２項の規定に基づく監査を実

施したので、同条第９項の規定により監査の結果に関する報告を次のとおり公表する。

平成22年８月13日

神奈川県監査委員 木 原 英 和

同 髙 岡 香

同 国 吉 一 夫

同 此 村 善 人

１ 平成 21 年度における財務に関する事務の執行及び事務、事業の執行について監査を

行った。

(１) 指導事項及び要望事項が認められた監査実施箇所

監査実施箇所名及 監 査 実 施 所掌事務の概要 監査の結果

び所管区域 日

神奈川県高津県税 平成 22 年 県 税 に 係る 賦 課 徴 （指導事項）

事務所 ３月 17 日 収 に 関 する 事 務 を 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 行っている。 しく不適切であった。

所管区域：川崎市 年 ２ 月 ９ １ 支 出 事 務 に お い て 、 ボ

中原区、高津区及 日 職 員 調 イ ラ ー 性 能 検 査 及 び 整 備

び宮前区 査） 代 な ど に 履 行 確 認 後 ３ 月

なお、ゴルフ場 を 超 え て 支 払 っ て い る も

利用税及び軽油引 のが７件あった。

取税については横 ２ 契 約 事 務 に お い て 、 次

浜市鶴見区、神奈 のとおり誤りがあった。

川区、港北区、緑 ( 1) 屋 上 防 水 工 事 に お い

区、青葉区及び都 て 、 契 約 書 の 作 成 や 支

筑区並びに川崎市 出 負 担 行 為 を 行 わ ず に

全域を、自動車税 工 事 を 発 注 し 、 工 事 完

及び自動車取得税 了 後 の 手 続 も 行 っ て い

に係る滞納整理に なかった。

ついては東京都の (2) 清掃業務の委託に当た

うち世田谷区等神 り 、 清 掃 業 務 請 負 契 約

奈川県県税条例施 書 及 び 仕 様 書 に 定 め ら

行規則で定める区 れ た 届 出 を 提 出 さ せ て

域を所管区域とし いないものがあった。

ている。 ３ 物品管理事務において、

所 在 が 把 握 さ れ て い な い
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備 品 が あ る な ど 適 切 さ を

欠くものがあった。

神奈川県相模原県 平成 22 年 県 税 に 係る 賦 課 徴 （指導事項）

税事務所 ４月 15 日 収 に 関 する 事 務 を 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 行っている。 務処理が著しく不適切であっ

所管区域：相模原 年３月 11 た。

市 日 職 員 調 １ 収入事務において、納付

なお、ゴルフ場 査） 期限までに納付されなかっ

利用税及び軽油引 た光熱水費等立替収入につ

取税については県 いて、督促状を発行してい

央地域を、自動車 ないものがあった。

税及び自動車取得 ２ 物品管理事務において、

税に係る滞納整理 パーソナルワープロ４台の

については東京都 管理が不適切であった。

のうち町田市等神

奈川県県税条例施

行規則で定める区

域を所管区域とし

ている。

神奈川県横須賀県 平成 22 年 県 税 に 係る 賦 課 徴 （指導事項）

税事務所 ４ 月 ２ 日 収 に 関 する 事 務 を 物品管理事務において、所

（平成 22 行っている。 在が把握されていない備品が

所管区域：横須賀 年 ３ 月 ５ あった。

市及び三浦市 日 職 員 調

なお、ゴルフ場 査）

利用税及び軽油引

取税については横

須賀市及び三浦市

のほか鎌倉市、藤

沢市、茅ケ崎市、

逗子市、葉山町及

び寒川町を、狩猟

税については横須

賀市及び三浦市の

ほか鎌倉市、逗子

市及び葉山町を所

管 区 域 と し て い

る。

神奈川県平塚県税 平成 22 年 県 税 に 係る 賦 課 徴 （指導事項）

事務所 ４月 15 日 収 に 関 する 事 務 を 物品管理事務において、オ

（平成 22 行っている。 ートスライド及びオートスラ

所 管 区 域 ： 平 塚 年２月 17 イド映写機の管理が不適切で
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市、秦野市、伊勢 日 職 員 調 あった。

原市、大磯町及び 査）

二宮町

なお、狩猟税に

ついては、平塚市、

秦野市、伊勢原市、

大磯町及び二宮町

のほか藤沢市、茅

ケ崎市及び寒川町

を所管区域として

いる。

神奈川県藤沢県税 平成 22 年 県 税 に 係る 賦 課 徴 （指導事項）

事務所 ４月 15 日 収 に 関 する 事 務 を 物品管理事務において、所

（平成 22 行っている。 在の確認されない備品及び物

所 管 区 域 ： 藤 沢 年 ３ 月 ９ 品管理票が作成されていない

市、茅ケ崎市及び 日 職 員 調 備品があった。

寒川町 査）

神奈川県横須賀三 平成 22 年 管 内 の 県機 関 及 び （指導事項）

浦地域県政総合セ ４月 19 日 市 町 と の連 絡 ・ 調 契約事務において、次のと

ンター （平成 22 整 、 地 域計 画 の 推 おり誤りがあり、事務処理が

年２月 25 進 、 土 地利 用 の 調 著しく不適切であった。

所管区域：横須賀 日 か ら ３ 整 、 県 行政 の 広 報 １ 産業廃棄物の処理委託に

市、鎌倉市、逗子 月 ２ 日 の ・ 広 聴 、県 民 運 動 当たり、産業廃棄物処分業

市、三浦市及び葉 う ち ４ 日 の 推 進 、青 少 年 の の許可のない業者と契約す

山町 間 職 員 調 健 全 育 成、 安 全 ・ るなど事務処理が不適切で

査） 安 心 ま ちづ く り の あった。

推 進 、 地域 環 境 政 ２ 合同庁舎警備業務委託の

策 の 企 画調 整 、 公 設計金額に当たり、１日当

害 の 防 止、 廃 棄 物 たりの労務単価の計算を誤

対 策 の 推進 、 自 然 っていた。

環 境 の 保全 、 中 小

企 業 労 働対 策 の 推

進 、 中 小企 業 ・ 商

工 業 団 体の 振 興 及

び 育 成 指導 、 地 域

農 業 の 振興 等 を 行

っている。

神奈川県県央地域 平成 22 年 管 内 の 県行 政 の 企 （指導事項）

県政総合センター ５ 月 ７ 日 画及び総合的調整、 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 県 出 先 機関 及 び 市 務処理が著しく不適切であっ

所管区域：相模原 年３月 15 町村との連絡調整、 た。

市、厚木市、大和 日から 18 安 全 ・ 安心 ま ち づ １ 収 入 事 務 に お い て 、 行
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市、海老名市、座 日 ま で 職 く り 及 び防 災 対 策 政 財 産 の 目 的 外 使 用 許 可

間市、綾瀬市、愛 員調査） の 推 進 、県 行 政 の に 係 る 使 用 料 10件 に つ い

川町及び清川村 広 報 ・ 広聴 、 県 民 て 、 調 定 事 務 が ３ 月 を 超

運 動 の 推進 、 青 少 えて遅れていた。

年 の 健 全育 成 、 自 ２ 支 出 事 務 に お い て 、 次

然 環 境 の保 全 、 鳥 の と お り 事 務 処 理 が 不 適

獣 保 護 、公 害 の 防 切であった。

止 、 火 薬類 等 の 取 (1 ) 政府契約の支払遅延

締 り 、 労使 関 係 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 に

指導、雇用の促進、 定 め ら れ た 対 価 の 支 払

地 域 産 業の 振 興 、 の 時 期 を 超 え て 支 払 っ

農 業 及 び畜 産 業 関 ているものがあった。

係団体の指導監督、 (2 ) 支 出 の根 拠となる請

畜 産 の 生産 振 興 、 求 書 等 の 修 正 が 行 わ れ

水 源 の 森林 づ く り ているものがあった。

事 業 の 推進 、 治 山 (3 ) 樹 木 剪定 代及び時間

・ 林 道 事業 、 林 業 外 機 械 運 転 業 務 委 託 料

振 興 指 導、 農 業 経 で 履 行 後 ３ 月 を 超 え て

営基盤強化の促進、 支 払 っ て い る も の が あ

農 業 構 造改 善 事 業 った。

等 の 指 導及 び 助 成 ３ 契 約 事 務 に お い て 、 物

等 の 業 務を 行 っ て 品使用貸借契約について、

いる。 そ の 前 提 で あ る 福 利 厚 生

事 業 運 営 委 託 契 約 書 の 契

約 期 間 を 超 え て 契 約 を 締

結 し て い た 。 ま た 、 貸 し

付 け た 物 品 の 修 繕 費 の 負

担 方 法 に つ い て も 、 不 適

切なものがあった。

４ 財産管理事務において、

次のとおり事務処理が不適

切であった。

(1 ) は が きの 払出しに当

た り 必 要 な 数 量 を 超 え

て 払 い 出 し 、 余 っ た は

が き を 受 け 入 れ て い な

かった。

(2 ) 行 政 財産 の目的外使

用 許 可 に 当 た り 、 県 有

財 産 規 則 等 の 規 定 に 基

づ か ず に 事 務 処 理 を 行

い 、 徴 収 す る 必 要 の な

い 使 用 料 を 徴 収 し て い

るものがあった。
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５ 庶 務 事 務 に お い て 、 公

務 に 使 用 す る 自 家 用 自 動

車 登 録 の 承 認 後 に 任 意 保

険 の 期 間 が 満 了 し た も の

に つ い て 、 変 更 の 申 請 、

承 認 が な い ま ま 自 家 用 自

動 車 に よ る 旅 行 を 命 令 し

ているものがあった。

神奈川県足柄上地 平成 22 年 管 内 の 県機 関 及 び （指導事項）

域県政総合センタ ４月 21 日 市 町 と の連 絡 ・ 調 契約事務において、県立 21
ー （平成 22 整 、 県 行政 の 広 報 世紀の森環境整備業務委託契

年 ３ 月 ２ ・ 公 聴 、県 民 運 動 約締結後に生じた契約内容の

所管区域：南足柄 日 か ら ５ の 推 進 及び 青 少 年 変更に当たり、変更契約書に

市、中井町、大井 日 ま で 職 の 健 全 育成 、 公 害 よらず、原契約書を訂正して

町、松田町、山北 員調査） の 防 止 、自 然 環 境 いた。

町及び開成町 の 保 全 、労 働 者 の

福 祉 増 進及 び 中 小

企 業 労 働対 策 の 推

進 、 中 小企 業 ・ 商

工 団 体 の振 興 及 び

育 成 指 導、 地 域 農

政 の 推 進、 農 業 の

振 興 及 び生 産 基 盤

の 整 備 、林 業 の 振

興 、 森 林の 保 全 及

び 水 資 源の 確 保 、

農 業 経 営の 改 善 、

生 鮮 畜 産物 の 供 給

推 進 、 三保 ダ ム 水

没 関 係 者の 相 談 業

務等を行っている。

神奈川県西湘地域 平成 22 年 管 内 の 県機 関 及 び （指導事項）

県政総合センター ４月 28 日 市 町 と の連 絡 ・ 調 財産管理事務において、庁

（平成 22 整 、 地 域計 画 の 推 用自動車の定期点検が、道路

所管区域：小田原 年 ３ 月 ９ 進 、 土 地利 用 の 調 運送車両法に規定されている

市、箱根町、真鶴 日から 12 整 、 県 行政 の 広 報 期間内に実施されていないも

町及び湯河原町 日 ま で 職 ・ 広 聴 、県 民 運 動 のがあった。

員調査） の 推 進 、青 少 年 の

健 全 育 成、 地 域 環

境 政 策 の調 整 、 公

害 の 防 止、 廃 棄 物

対 策 の 推進 、 自 然

環 境 の 保全 、 中 小
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企 業 労 働対 策 の 推

進 、 中 小企 業 ・ 商

工 業 団 体の 振 興 及

び 育 成 指導 、 地 域

農 林 漁 業の 振 興 、

森 林 の 保全 等 を 行

っている。

神奈川県立外語短 平成 22 年 外 国 語 及び 貿 易 に （指導事項）

期大学 ３月 12 日 関 す る 専門 的 教 育 収入事務において、行政財

（平成 22 を 行 っ てい る （ 英 産の目的外使用許可に係る使

年２月 10 語 科 、 修業 年 限 ２ 用料の収入に当たり、使用料

日 職 員 調 年）。 を２回に分けて収入すべきと

査） ころ、一括して収入していた

ものがあった。

神奈川県自然環境 平成 22 年 自 然 環 境の 保 全 再 （指導事項）

保全センター ６ 月 ８ 日 生 を 図 るた め 、 丹 予算の執行において、対照

（平成 22 沢 大 山 保全 計 画 の 流域法調査地事前検討業務で

年４月 27 推 進 、 自然 公 園 等 積算が適正でないものが認め

日及び 28 の 整 備 ・管 理 、 自 られた。

日 職 員 調 然 保 護 思想 の 普 及

査） 啓 発 の ほか 、 県 営

林 の 管 理・ 経 営 や

森 林 の 保全 、 活 用

等 に つ いて の 管 理

育 成 技 術の 研 究 開

発等を行っている。

神奈川県水産技術 平成 22 年 ア ユ 等 淡水 魚 の 増 （指導事項）

センター内水面試 ３月 11 日 殖 ・ 飼 育技 術 ・ 疾 契約事務において、物品の

験場 （平成 22 病 等 の 各種 試 験 研 購入に当たり、見積合せを行

年 ２ 月 ３ 究 、 湖 沼河 川 に お うべきところ、１者からのみ

所管区域：県内内 日 職 員 調 け る 資 源・ 生 息 環 見積書を徴して、随意契約を

水面全域 査） 境 ・ 構 造物 改 善 等 締結しているものがあった。

の 調 査 研究 、 増 殖

技 術 ・ 経営 の 指 導

等を行っている。

神奈川県立フラワ 平成 22 年 観賞植物等の収集、 （指導事項）

ーセンター大船植 ２ 月 ９ 日 増 殖 、 展示 及 び 生 庶務事務において、公務出

物園 （平成 21 産指導、園芸教室、 張に係る旅行命令の決裁をし

年 12 月 14 園 芸 相 談等 を 行 っ ていないものが、47 件あった。

日 職 員 調 ている。

査）
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神奈川県小田原保 平成 22 年 県 民 の 保健 ・ 福 祉 （指導事項）

健福祉事務所 ６ 月 ８ 日 の 向 上 及び 増 進 を 予算の執行において、介護

（平成 22 図 る た めの 事 業 を 扶助実施のための要介護状態

所管区域：小田原 年４月 12 行っている。 等の審査判定に関する委託料

市、箱根町、真鶴 日及び 13 の執行に当たり、支出負担行

町 及 び 湯 河 原 町 日 職 員 調 為として整理する時期を誤っ

（保健・医療及び 査） ていたため、会計年度区分を

福祉政策の総合的 誤っていた。

な企画・調整につ

いては、南足柄市

及び足柄上郡の各

町を含む。）

神奈川県秦野保健 平成 22 年 県 民 の 保健 ・ 福 祉 （指導事項）

福祉事務所 ６月 17 日 の 向 上 及び 増 進 を 収入事務において、行政財

（平成 22 図 る た めの 事 業 を 産の目的外使用許可に伴う使

所管区域：秦野市 年４月 15 行っている。 用料の調定に当たり、２回に

及び伊勢原市 日及び 16 分けて調定すべきところ、一

日 職 員 調 括して調定していた。また、

査） 調定事務が３月を超えて遅れ

ているものがあった。

神奈川県厚木保健 平成 22 年 県 民 の 保健 ・ 福 祉 （指導事項）

福祉事務所 ６月 23 日 の 向 上 及び 増 進 を 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 図 る た めの 事 業 を しく不適切であった。

所 管 区 域 ： 厚 木 年４月 20 行っている。 １ 予算の執行において、新

市、海老名市、座 日及び 21 たに委嘱した相談員のボラ

間市、愛川町及び 日 職 員 調 ンティア事故共済保険の加

清川村 査） 入が、委嘱後３月を超えて

遅れていた。

２ 支出事務において、神奈

川県障害福祉相談員の活動

手当の支払に当たり、同相

談員設置要綱に定められた

時期に支払っていなかった。

３ 契約事務において、次の

とおり誤りがあった。

(1) 平成 22 年２月２日付け

会指第 82 号会計局長通知

に反して、物品購入契約

を締結していた。

(2) 翌年度の準備行為とし

て行った平成 21 年度厚木

保健福祉事務所別館清掃

業務委託に係る入札執行

に当たり、当該入札の落
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札決定の効果に係る条件

が付されていなかった。

神奈川県大和保健 平成 22 年 県 民 の 保健 ・ 福 祉 （指導事項）

福祉事務所 ５月 20 日 の 向 上 及び 増 進 を 契約事務において、ファク

（平成 22 図 る た めの 事 業 を シミリの再リースに当たり、

所管区域：大和市 年４月 15 行っている。 長期継続契約でないにもかか

及び綾瀬市 日及び 16 わらず、年度を超えて契約し

日 職 員 調 ていた。

査）

神奈川県足柄上保 平成 22 年 県 民 の 保健 ・ 福 祉 （指導事項）

健福祉事務所 ５月 25 日 の 向 上 及び 増 進 を 支出事務において、請求書

（平成 22 図 る た めの 事 業 を 等の修正が行われているもの

所管区域：南足柄 年４月 21 行っている。 があった。

市、中井町、大井 日及び 22
町、松田町、山北 日 職 員 調

町及び開成町 査）

神奈川県立煤ケ谷 平成 22 年 内 科 、 小児 科 等 一 （指導事項）

診療所 ５月 25 日 般 診 療 、公 衆 衛 生 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 活 動 等 を行 っ て い しく不適切であった。

所管区域：清川村 年４月 20 る。 １ 収入事務において、集団

日 職 員 調 予防接種委託契約に係る受

査） 託事業収入の調定が著しく

遅れているものがあった。

２ 支出事務において、医薬

品購入代に履行確認後３月

を超えて支払っているもの

があった。

神奈川県立衛生看 平成 22 年 助 産 師 、看 護 師 又 （指導事項）

護専門学校 ４ 月 ５ 日 は 准 看 護師 を 志 望 契約事務において、健康診

（平成 22 す る 者 に対 し 必 要 断委託契約に係る契約書の内

年 ３ 月 ３ な 教 育 を行 っ て い 容が不適切であった。

日 職 員 調 る。

査）

神奈川県立よこは 平成 22 年 看 護 師 を志 望 す る （指導事項）

ま看護専門学校 ３ 月 ５ 日 者 に 対 し、 必 要 な 収入事務において、行政財

（平成 22 教 育 を 行う と と も 産使用料を２回に分けて収入

年１月 27 に 、 施 設の 一 部 を すべきところ、一括して収入

日 職 員 調 神 奈 川 県立 保 健 福 していた。

査） 祉 大 学 実践 教 育 セ

ン タ ー の利 用 に 供

している。
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神奈川県立平塚看 平成 22 年 看 護 師 を志 望 す る （指導事項）

護専門学校 ４月 20 日 者 に 対 し、 必 要 な 収入事務において、授業料

（平成 22 教育を行っている。 徴収に当たり、納付期限を定

年２月 12 めておらず、また、督促状の

日 職 員 調 発行も行っていなかった。

査）

神奈川県厚木児童 平成 22 年 児 童 福 祉に 関 す る （指導事項）

相談所 ２月 10 日 諸 問 題 につ い て 、 庶務事務において、非常勤

（平成 21 家 庭 等 から の 相 談 職 員 の 通 勤 手 当 １ 件 、 11,520
所 管 区 域 ： 秦 野 年 12 月 14 に 応 じ 、指 導 、 治 円を過少に支給していた。

市、厚木市、伊勢 日 職 員 調 療 及 び 施設 等 へ の

原市、海老名市、 査） 入 所 手 続を 行 っ て

座間市、綾瀬市、 いる。

愛川町及び清川村

神奈川県立総合療 平成 22 年 児 童 の 心身 の 健 全 （指導事項）

育相談センター １月 27 日 な 発 達 に関 す る 複 支出事務において、次のと

（平成 21 雑 又 は 困難 な 問 題 おり事務処理が著しく不適切

所管区域：県内全 年 12 月８ に つ い て相 談 に 応 であった。

域（横浜市及び川 日から 10 じ 、 並 びに 身 体 障 １ 在宅重症心身障害児者へ

崎市を除く。） 日 ま で 職 害 者 及 び知 的 障 害 の訪問職員に係る謝礼の支

員調査） 者 に 関 する 総 合 的 払に当たり、履行後３月を

な 相 談 、判 定 、 指 超えて支払っているものが

導 等 を 行い 、 併 せ あった。

て 診 療 、療 育 訓 練 ２ 麻酔人工呼吸器のリース

等に応じている。 に当たり、年度を超えて契

約し、翌年度分まで支出し

ていた。

神 奈 川 県 立 中 里 平成 22 年 児 童 相 談所 か ら の （指導事項）

学園 ４月 15 日 措 置 に より 、 保 護 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 者 の い ない 児 童 、 しく不適切であった。

年３月 24 環 境 上 養護 を 要 す １ 支出事務において、前渡

日 職 員 調 る 児 童 等を 入 園 さ 金の支出及び精算が遅れて

査） せ て 、 その 養 育 及 いるものがあった。

び 自 立 支援 を 行 っ ２ 契約事務において、見積

て い る 。ま た 、 乳 合せの方法等の事務処理が

児 院 を 併設 し 、 措 不適切なものがあった。

置 を 要 する 乳 幼 児 ３ 庶務事務において、非常

を 入 園 させ て 、 そ 勤 職 員 の 通 勤 手 当 １ 件 、

の 養 育 を行 っ て い 25,896 円 を 過 大 に 支 給 し て

る。 いた。
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神奈川県立おおい 平成 22 年 不 良 行 為を な し 、 （指導事項）

そ学園 １月 22 日 又 は な すお そ れ の 庶務事務において、非常勤

（平成 21 あ る 児 童及 び 家 庭 職員の報酬２件、 234,240 円を

年 12 月４ 環 境 そ の他 の 環 境 過少に支給していた。

日 職 員 調 上 の 理 由に よ り 生

査） 活 指 導 を要 す る 児

童 を 入 園さ せ 、 そ

の 自 立 支援 を 行 っ

ている。

神奈川県立ひばり 平成 22 年 知 的 障 害児 者 を 入 （指導事項）

が丘学園 １月 29 日 園 さ せ て保 護 し 、 次のとおり事務処理が不適

（平成 21 自 立 に 必要 な 指 導 切であった。

年 12 月 11 及 び 訓 練を 行 っ て １ 収入事務において、公衆

日 職 員 調 いる。 電話委託契約に伴う定額手

査） 数料の収入に係る事務処理

が不適切であった。

２ 庶務事務において、非常

勤 職 員 の 通 勤 手 当 １ 件 、

66,760 円 を 過 大 に 支 給 し て

いた。

神奈川県立さがみ 平成 22 年 障 害 者 自立 支 援 法 （指導事項）

緑風園 ６月 17 日 第５条第 12 項に規 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 定 す る 障害 者 支 援 しく不適切であった。

年４月 19 施 設 と して 、 障 害 １ 収入事務において、次の

日 職 員 調 者 に 施 設入 所 支 援 とおり事務処理が不適切で

査） を 行 う とと も に 、 あった。

入 所 支 援以 外 の 施 (1) 公金の預金口座の利息

設 障 害 福祉 サ ー ビ の収入手続を行っていな

ス を 行 って い る 。 かった。

ま た 、 入園 者 の 診 (2) 督促状の発行に当たり、

療等を行っている。 期限内に発行しないなど

神奈川県財務規則第 66 条

に基づく手続が行われて

いないものがあった。

２ 財産管理事務において、

行政財産目的外使用に係る

使用許可面積及び使用料に

誤りがあった。

神奈川県動物保護 平成 22 年 動 物 愛 護に 関 す る （指導事項）

センター ４月 15 日 意 識 の 高揚 、 動 物 次のとおり、事務処理が

（平成 22 の 飼 養 の指 導 、 取 著しく不適切であった。

年３月 23 締 り 等 に関 す る 事 １ 契約事務において、施肥、

日 職 員 調 務を行っている。 剪定、薬剤散布年間管理業
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査） 務委託契約の締結に当たり、

予定価格を超えた額で契約

していた。

２ 歳計外現金事務において、

前回の監査で、納付期限の

遵守について指摘がなされ

ていたにもかかわらず、今

回も所得税の一部を納付期

限後に納付していた。

神奈川県立保健福 平成 22 年 保 健 医 療福 祉 に 関 （指導事項）

祉大学 ２月 16 日 す る 専 門的 教 育 及 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 び 研 究 を行 っ て い しく不適切であった。

年 １ 月 ６ る。 １ 支出事務において、看護

日 か ら ８ 師等修学資金の貸付けに当

日 ま で 職 たり、交付時期の遅れてい

員調査） るものがあった。

２ 庶務事務において、非常

勤 講 師 の 報 酬 １ 件 、 12,106
円が支給されていなかった。

神奈川県産業技術 平成 22 年 工 業 技 術そ の 他 の （指導事項）

センター ５月 10 日 科 学 技 術の 向 上 及 支出事務において、県有施

（平成 22 び 発 展 に必 要 な 試 設長寿命化対策費の執行に係

年３月 17 験 研 究 、調 査 、 指 る一連の経理事務の処理が著

日及び 18 導 、 技 術情 報 の 提 しく遅れていた。

日 職 員 調 供 並 び に技 術 交 流

査） の 促 進 を行 っ て い

る。

神奈川県立東部総 平成 22 年 新 規 学 校卒 業 者 及 （指導事項）

合職業技術校 ６月 17 日 び 離 転 職者 等 に 対 収入事務において、授業料

（平成 22 し て 、 職業 に 必 要 の徴収に当たり督促状を発行

年４月 26 な 基 礎 的知 識 ・ 技 していなかった。

日及び 27 能 を 習 得で き る よ

日 職 員 調 う 職 業 訓練 を 実 施

査） している。

神奈川県横須賀土 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

木事務所 ３月 11 日 等 の 土 木施 設 の 維 道路占用工事において、神

（平成 22 持 、 改 良工 事 等 の 奈川県道路占用規則に定める、

所管区域：横須賀 年 ２ 月 ８ 土 木 事 業を 実 施 し 工事着手届及び工事完了届を

市、逗子市、三浦 日から 10 て い る ほか 、 道 路 道路占用者から徴していない

市及び葉山町 日 ま で 職 法 、 建 築基 準 法 、 ものがあった。

員調査） 都 市 計 画法 等 に 基
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づ く 許 認可 事 務 等

を行っている。

神奈川県平塚土木 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

事務所 ３月 25 日 等 の 土 木施 設 の 維 支出事務において、橋りよ

（平成 22 持 、 改 良工 事 等 の う整備工事現場技術業務委託

所 管 区 域 ： 平 塚 年 ２ 月 ３ 土 木 事 業を 実 施 し の追加執行に当たり、適用す

市、秦野市、伊勢 日 か ら ５ て い る ほか 、 道 路 べき支出科目を誤っていた。

原市、寒川町（建 日 ま で 職 法 、 建 築基 準 法 、

築及び開発行為の 員調査） 都 市 計 画法 等 に 基

規制等に関する事 づ く 許 認可 事 務 等

務 に 限 る 。）、 大 を行っている。

磯町及び二宮町

神奈川県藤沢土木 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

事務所 ２ 月 ４ 日 等 の 土 木施 設 の 維 次のとおり、事務処理が著

（平成 21 持 、 改 良工 事 等 の しく不適切であった。

所 管 区 域 ： 鎌 倉 年 12 月 15 土 木 事 業を 実 施 し １ 収入事務において、道路

市、藤沢市、茅ケ 日から 17 て い る ほか 、 道 路 使用料等の調定事務に３月

崎 市 及 び 寒 川 町 日 ま で 職 法 、 河 川法 、 砂 防 を超えて遅れているものが

（建築及び開発行 員調査） 法 、 都 市計 画 法 等 あった。

為の規制等に関す に 基 づ く許 認 可 事 ２ 支出事務において、事務

る事務を除く。） 務等を行っている。 事業の執行上常時必要とす

る経費を、１箇月分を超え

て資金前渡しているものが

あった。

神奈川県小田原土 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

木事務所 ３月 25 日 等 の 土 木施 設 の 維 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 持 、 改 良工 事 等 の しく不適切であった。

所管区域：小田原 年２月 19 土 木 事 業を 実 施 し １ 道路占用許可事務におい

市、箱根町、真鶴 日 、 22 日 て い る ほか 、 道 路 て、神奈川県道路占用規則

町及び湯河原町 及び 23 日 法 、 建 築基 準 法 、 に定める工事完了届等を道

職員調査） 都 市 計 画法 等 に 基 路占用者から徴していない

づ く 許 認可 事 務 等 ものがあった。

を行っている。 ２ 契約事務において、工事

請負契約締結前に工事着手

しているものがあった。

神奈川県厚木土木 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

事務所 ２月 10 日 等 の 土 木施 設 の 維 支出事務において、電気料

（平成 22 持 、 改 良工 事 等 の 金を支払期限後に支払ったた

所 管 区 域 ： 厚 木 年 １ 月 ６ 土 木 事 業を 実 施 し め、延滞利息 333 円を支払っ

市、海老名市、綾 日 か ら ８ て い る ほか 、 道 路 ていた。

瀬市、愛川町及び 日 ま で 職 法 、 建 築基 準 法 、

清川村 員調査） 都 市 計 画法 等 に 基
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相模川について づ く 許 認可 事 務 等

は神川橋から小倉 を行っている。

橋まで

神奈川県松田土木 平成 22 年 道 路 、 河川 、 砂 防 （指導事項）

事務所 ３ 月 ８ 日 等 の 土 木施 設 の 維 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 持 、 改 良工 事 等 の しく不適切であった。

所管区域：南足柄 年１月 29 土 木 事 業を 実 施 し １ 契約事務において、用地

市、中井町、大井 日 、 ２ 月 て い る ほか 、 道 路 調査等業務委託契約の締結

町、松田町、山北 １ 日 及 び 法 、 建 築基 準 法 、 に当たり、特記仕様書と異

町及び開成町 ２ 日 職 員 都 市 計 画法 等 に 基 なった履行期間を設定して

調査） づ く 許 認可 事 務 等 いた。

を行っている。 ２ 物品管理事務において、

無線テレメータ観測局に設

置した備品の管理事務が不

適切であった。

神奈川県住宅営繕 平成 22 年 県 営 住 宅等 の 建 設 （指導事項）

事務所 ２月 26 日 ・ 改 善 工事 等 の 計 支出事務において、政府契

（平成 22 画 ・ 設 計・ 施 行 ・ 約の支払遅延防止等に関する

年１月 15 監 督 、 建替 え ・ 改 法律に定める対価の支払の時

日 、 18 日 善 事 業 に係 わ る 入 期を超えて支払っているもの

及び 19 日 居 者 と の調 整 、 入 があった。

職員調査） 居 管 理 、家 賃 ・ 駐

車 場 利 用料 の 決 定

・徴収、維持管理、

駐 車 場 の整 備 及 び

公 有 地 整理 、 依 頼

工事の設計・施行、

監 督 等 を行 っ て い

る。

神奈川県立体育セ 平成 22 年 体 育 の 振興 を 図 り （指導事項）

ンター ６ 月 ８ 日 県 民 の 心身 の 健 全 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 な 発 達 に寄 与 す る 務処理が著しく不適切であっ

年４月 13 た め 、 体育 指 導 者 た。

日及び 14 の 研 修 、体 育 ・ ス １ 契約事務において、体育

日 職 員 調 ポーツの調査研究、 センター機種等選定会議に

査） 体 育 ス ポー ツ 活 動 諮るべき委託案件２件を同

の 普 及 促進 及 び ス 会議に諮ることなく執行し

ポ ー ツ 情報 の 収 集 ていた。

提 供 に 関す る 事 務 ２ 財産管理事務において、

を行っている。 掲示板の設置に当たり、設

置した掲示板を工作物台帳

に記録していなかった。

３ 庶務事務において、公務
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出張に係る旅行命令を行っ

ていないものが４件あった。

神奈川県立総合教 平成 22 年 教 育 関 係職 員 の 研 （指導事項）

育センター ６月 18 日 修 、 教 育に 関 す る 支出事務において、次のと

（平成 22 調 査 研 究、 教 育 情 おり、事務処理が著しく不適

年 ４ 月 ８ 報 の 提 供、 教 育 相 切であった。

日 及 び ９ 談等を行っている。 １ 追録代の執行に当たり、

日 職 員 調 年度当初に概算伺いをもっ

査） て支出負担行為として整理

すべきものをしていなかっ

た。また、見積書、納品書

及び請求書に加筆し、その

内容を変更していた。これ

に伴い、政府契約の支払遅

延防止等に関する法律に定

められた対価の支払の時期

を超えて支払っていた。

２ 出張先における予期し得

る経費を資金前渡ではなく

立替払で処理し、その後の

事務処理も不適切であった。

神奈川県立歴史博 平成 22 年 博物館法に基づき、 （指導事項）

物館 １月 27 日 神 奈 川 の文 化 及 び 支出事務において、ペーパ

（平成 21 歴 史 に 関す る 資 料 ークラフトの製作委託費の支

年 12 月 22 の 収 集 、保 管 及 び 払に当たり、履行確認前に支

日 職 員 調 展 示 並 びに こ れ ら 出していた。

査） に関する調査研究、

情報提供等を行い、

県 民 の 学習 活 動 の

支援を行っている。

神奈川県立生命の 平成 22 年 地 球 及 び生 命 の 営 （指導事項）

星・地球博物館 ６月 17 日 み に 関 する 資 料 の 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 収 集 、 保管 及 び 展 務処理が著しく不適切であっ

年４月 15 示 並 び にこ れ ら に た。

日及び 16 関 す る 調査 研 究 、 １ 予算の執行において、物

日 職 員 調 情 報 提 供等 を 実 施 品の購入に係る支出負担行

査） し 、 県 民の 学 習 支 為を納品後に行っているも

援を行っている。 のがあった。

２ 収入事務において、教育

財産の目的外使用許可に伴

う光熱水費立替収入の算定

に当たり、レジスターの消

費電力量を含めていなかっ
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た。

３ 物品管理事務において、

所属で購入した被服の貸与

状況が明確にされていなか

った。

４ 歳計外現金事務において、

前回の監査で納付期限の遵

守について指摘がなされて

いたにもかかわらず、今回

も所得税を納付期限後に支

払っているものがあった。

神奈川県立舞岡高 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

等学校 １ 月 ５ 日 通科 支出事務において、出張先

（平成 21 における予期し得る経費を資

年 12 月８ 金前渡ではなく立替払で処理

日 職 員 調 し、その後の事務処理も不適

査） 切であった。

神奈川県立横須賀 平成 22 年 全 日 制 の課 程 機 （指導事項）

工業高等学校 ４月 20 日 械 科 、 電気 科 及 び 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 化学科 務処理が著しく不適切であっ

年３月 24 た。

日 職 員 調 １ 契約事務において、複数

査） 年度を借用期間とする電子

複写機の貸借等契約に当た

り、自動更新条項付きの単

年度契約を締結していた。

２ 物品管理事務において、

所在の確認されない備品が

あった。

神奈川県立海洋科 平成 22 年 単位制による全日 （指導事項）

学高等学校 １月 15 日 制の課程 海洋科 契約事務において、消防用設

（平成 21 学科 備点検業務代１件の契約内容に

年 12 月 11 専攻科 漁業生産 誤りがあり、3,570 円を過大に支

日 職 員 調 科、水産工学科及 払っていた。

査） び情報通信科

全日制の課程 漁

業生産科、食品産

業科、水産工学科

及び情報通信科

神奈川県立小田原 平成 22 年 単 位 制 によ る 全 日 （指導事項）

高等学校 ５月 21 日 制の課程 普通科 収入事務において、光熱水
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（平成 22 単 位 制 によ る 定 時 費立替収入の調定に当たり、

年４月 16 制の課程 普通科 神奈川県財務規則に定められ

日 職 員 調 た日（調定の日から 20 日以内）

査） を超えて納付期限を設定して

いるものがあった。

神奈川県立逗葉高 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

等学校 ４ 月 ８ 日 通科 支出事務において、前渡金

（平成 22 の精算報告が遅れているもの

年１月 13 があった。

日 職 員 調

査）

神奈川県立武山養 平成 22 年 小 学 部 、中 学 部 及 （指導事項）

護学校 ４月 15 日 び 高 等 部本 科 （ 普 契約事務において、産業廃

（平成 22 通科） 棄物の処分に当たり、産業廃

年３月 24 棄物収集運搬業及び産業廃棄

日 職 員 調 物処分業の許可のない業者と

査） 契約していた。

(２) 指導事項及び要望事項が認められなかった監査実施箇所

監査実施箇所名及 監査実施日 所掌事務の概要

び所管区域

神奈川県横浜県税 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月２日（平成

22 年 １ 月 20
所管区域：横浜市 日 及 び 21 日

中区及び西区 職員調査）

なお、個人県民

税については横浜

市全域を、狩猟税

については横浜市

及 び 川 崎 市 全 域

を、県民税利子割、

県民税配当割、県

民税株式等譲渡所

得割、地方消費税、

県たばこ税及び鉱

区税については県

内全域を、自動車

税及び自動車取得

税に係る滞納整理

については東京都
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を除く県外の区域

を所管区域として

いる。

神奈川県神奈川県 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

税事務所 月 23 日 （ 平

成 22 年 ３ 月

所管区域：横浜市 ２ 日 職 員 調

鶴見区、神奈川区 査）

及び港北区

神奈川県緑県税事 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

務所 月 31 日 （ 平

成 22 年 ３ 月

所管区域：横浜市 ３ 日 職 員 調

緑区、青葉区及び 査）

都筑区

神奈川県南県税事 平 成 22 年 ２ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

務所 月 26 日 （ 平

成 22 年 ２ 月

所管区域：横浜市 ２ 日 職 員 調

南区、港南区、磯 査）

子区及び金沢区

なお、ゴルフ場

利用税及び軽油引

取税については、

横浜市南区、港南

区、磯子区及び金

沢区のほか、西区、

中区、保土ケ谷区、

旭区、戸塚区、栄

区、泉区及び瀬谷

区を所管区域とし

ている。

神奈川県保土ケ谷 平 成 22 年 ２ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

県税事務所 月 26 日 （ 平

成 22 年 ２ 月

所管区域：横浜市 ５ 日 職 員 調

保土ケ谷区、旭区 査）

及び瀬谷区

神奈川県戸塚県税 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月 31 日 （ 平

成 22 年 ３ 月
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所管区域：横浜市 ４ 日 職 員 調

戸塚区、栄区及び 査）

泉区

神奈川県川崎県税 平 成 22 年 ２ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月５日（平成

21 年 12 月 16
所管区域：川崎市 日職員調査）

川崎区及び幸区

なお、個人県民

税については川崎

市全域を、自動車

税及び自動車取得

税に係る滞納整理

については、東京

都のうち大田区等

神奈川県県税条例

施行規則で定める

区域を所管区域と

している。

神奈川県麻生県税 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月５日（平成

22 年 １ 月 25
所管区域：川崎市 日職員調査）

多摩区及び麻生区

なお、自動車税

及び自動車取得税

に係る滞納整理に

ついては、東京都

のうち稲城市等神

奈川県県税条例施

行規則で定める区

域を所管区域とし

ている。

神奈川県鎌倉県税 平 成 22 年 ４ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月２日（平成

22 年 ３ 月 ８

所 管 区 域 ： 鎌 倉 日職員調査）

市、逗子市及び葉

山町

神奈川県小田原県 平 成 22 年 ４ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

税事務所 月２日（平成

22 年 ３ 月 10
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所管区域：小田原 日職員調査）

市、箱根町、真鶴

町及び湯河原町

なお、ゴルフ場

利用税及び軽油引

取税については、

小田原市、箱根町、

真鶴町及び湯河原

町のほか平塚市、

秦野市、伊勢原市、

南足柄市、大磯町、

二宮町、中井町、

大井町、松田町、

山北町及び開成町

を所管区域として

いる。

神奈川県厚木県税 平 成 22 年 ３ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月 31 日 （ 平

成 22 年 ２ 月

所 管 区 域 ： 厚 木 19 日 職 員 調

市、愛川町及び清 査）

川村

なお、狩猟税に

ついては、厚木市、

愛川町及び清川村

のほか相模原市、

大和市、海老名市、

座間市及び綾瀬市

を所管区域として

いる。

神奈川県大和県税 平 成 22 年 ２ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

事務所 月１日（平成

22 年 １ 月 18
所 管 区 域 ： 大 和 日職員調査）

市、海老名市、座

間市及び綾瀬市

神奈川県足柄上県 平 成 22 年 １ 県税に係る賦課徴収に関する事務を行っている。

税事務所 月 20 日 （ 平

成 22 年 １ 月

所管区域：南足柄 ７ 日 職 員 調

市、中井町、大井 査）

町、松田町、山北

町及び開成町
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神奈川県自動車税 平 成 22 年 ３ 自動車税及び自動車取得税の賦課徴収に関する

管理事務所 月 23 日 （ 平 事務を行っている。

成 22 年 ２ 月

26 日 職 員 調

査）

神奈川県湘南地域 平 成 22 年 ４ 管内の県機関及び市町との連絡・調整、地域計

県政総合センター 月 14 日 （ 平 画の推進、土地利用の調整、県行政の広報・広

成 22 年 ２ 月 聴、県民運動の推進、青少年の健全育成、安全

所 管 区 域 ： 平 塚 22 日 か ら 25 ・安心まちづくりの推進、地域環境政策の企画

市、藤沢市、茅ケ 日まで職員調 調整、公害の防止、廃棄物対策の推進、自然環

崎市、秦野市、伊 査） 境の保全、中小企業労働対策の推進、中小企業

勢原市、寒川町、 ・商工業団体の振興及び育成指導、地域農林漁

大磯町及び二宮町 業の振興、森林の保全等を行っている。

神 奈 川 県 温 泉 地 平 成 22 年 ２ 温泉及び地下水の保護・開発並びに地震対策に

学研究所 月 26 日 （ 平 必要な調査研究を行っている。

成 22 年 ２ 月

５ 日 職 員 調

査）

神 奈 川 県 総 合 防 平 成 22 年 １ 災害応急対策に必要な業務及び防災知識の普及啓発

災センター 月 22 日 （ 平 を行っている。

成 21 年 12月

８ 日 職 員 調

査）

神 奈 川 県 消 防 学 平 成 22 年 １ 市町村（横浜市を除く。）の消防職員及び消防

校 月 22 日 （ 平 団員の教育訓練並びに自衛消防隊員等の技術指

成 21 年 12月 導を行っている。

８ 日 職 員 調

査）

神奈川県立かなが 平 成 22 年 ４ 女性の自立と男女のあらゆる分野への参画を促

わ女性センター 月２日（平成 進するため、自主的活動の場を提供するととも

22 年 ３ 月 10 に、女性問題に関する調査、研究、情報の提供

日職員調査） や人材開発、男女共同参画の普及実践、女性総

合相談等の事業を行っている。

神奈川県立女性相 平 成 22 年 ２ 売春防止法第 34 条及び配偶者からの暴力の防止

談所 月５日（平成 及び被害者の保護に関する法律第３条の規定に

21 年 12 月 16 基づき保護を要する女子等の相談に応ずるとと

日職員調査） もに、医学的、心理学的判定、一時保護等を行

っている。
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神奈川県立公文書 平 成 22 年 ４ 公文書その他の記録で歴史資料として重要なも

館 月 20 日 （ 平 のの収集、保存及び閲覧に供し並びにこれに関

成 22 年 ３ 月 連する調査研究を行うとともに、県民に文化活

９ 日 職 員 調 動の場を提供するための事業を行っている。

査）

神奈川県立かなが 平 成 22 年 ４ 県民の自主的で営利を目的としない社会に貢献

わ県民活動サポー 月２日（平成 する活動を支援するための施設として、その活

トセンター 22 年 ３ 月 11 動の場を提供するとともに、交流促進、調査研

日職員調査） 究、情報提供、ボランタリー活動の推進、災害

ボランティア拠点整備等の事業を実施している。

神奈川県パスポー 平 成 22 年 ３ 海外渡航に必要な一般旅券に係る発給申請の受

トセンター 月 10 日 （ 平 理、作成及び交付の事務を行っている。

成 22 年 ２ 月

８ 日 職 員 調

査）

神奈川県立青少年 平 成 22 年 ２ 青少年の健全育成と県民の教養の向上に資する

センター 月 26 日 （ 平 ための総合施設として、青少年支援・科学・舞

成 21 年 12 月 台芸術に関する事業を行っている。

25 日 職 員 調

査）

神奈川県立清川青 平 成 22 年 ５ 青少年の健全育成施設として、青少年指導者の

少年の家 月 20 日 （ 平 養成、青少年の社会参加活動を促進するための

成 22 年 ４ 月 事業を行っている。

14 日 職 員 調

査）

神奈川県環境科学 平 成 22 年 １ 良好な環境の確保に必要な試験研究、調査及び

センター 月７日（平成 指導並びに環境保全の啓発、普及事業を行って

21 年 12 月 10 いる。

日職員調査）

神奈川県水産技術 平 成 22 年 ３ 資源管理型漁業、栽培漁業、水域環境の保全等

センター 月 11 日 （ 平 の研究、県内漁業者の無線利用に関する指導及

成 22 年 ２ 月 び通信事業を行っている。

１ 日 職 員 調

査）

神奈川県水産技術 平 成 22 年 ３ 相模湾における水産資源・漁況・海況の調査研

センター相模湾試 月 11 日 （ 平 究、漁具・漁法の改良開発等の水産工学分野の

験場 成 22 年 ２ 月 試験研究及び水産業改良普及業務を行っている。

２ 日 職 員 調
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所管区域：相模湾 査）

沿岸区域

神奈川県東部漁港 平 成 22 年 ６ 三崎漁港の修築及び維持管理、漁港区域内の海

事務所 月 17 日 （ 平 岸保全及び国有財産管理、市町管理漁港の修築

成 22 年 ４ 月 等の指導を行っている。

所管区域：鎌倉市 23 日 職 員 調

以東の漁港区域 査）

神奈川県西部漁港 平 成 22 年 ３ 県営小田原漁港の修築・整備事業及び小田原漁

事務所 月 25 日 （ 平 港海岸の保全事業の施行並びに同港の施設及び

成 22 年 ２ 月 海岸保全区域の維持管理及び許認可事務を行っ

所管区域：藤沢市 18 日 及 び 19 ているほか、国有財産法に基づく 10 港の漁港区

以西の漁港区域及 日職員調査） 域内の国有財産管理事務を行っている。

び海岸保全区域

神奈川県横浜川崎 平 成 22 年 ３ 地域農政の推進対策、農業・畜産業の振興対策、

地区農政事務所 月２日（平成 土地改良事業、林業振興及び森林の保全に関す

22 年 １ 月 19 る事業等を行っている。

所管区域：横浜市 日職員調査）

及び川崎市

神奈川県県央家畜 平 成 22 年 １ 家畜の伝染病予防等のための試験、検査及び指

保健衛生所 月７日（平成 導並びに動物薬事等の指導、家畜伝染病等の診

21 年 12 月９ 断のためのウイルス及び細菌検査並びに免疫学

所 管 区 域 ： 横 浜 日職員調査） 的検査等を行っている。

市、川崎市、横須

賀市、鎌倉市、逗

子市、相模原市、

三浦市、厚木市、

大和市、海老名市、

座間市、綾瀬市、

葉山町、愛川町及

び清川村

病性鑑定業務に

ついては、県下全

域

神奈川県湘南家畜 平 成 22 年 １ 家畜の伝染病予防等のための試験、検査及び指

保健衛生所 月７日（平成 導並びに動物薬事等の指導及び検査を行ってい

21 年 12 月７ る。

所 管 区 域 ： 平 塚 日職員調査）

市、藤沢市、小田

原市、茅ケ崎市、

秦野市、伊勢原市、

南足柄市、寒川町、
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大磯町、二宮町、

中井町、大井町、

松田町、山北町、

開成町、箱根町、

真鶴町及び湯河原

町

神奈川県衛生研究 平 成 22 年 ５ 保健衛生上必要な調査研究、試験検査、研修指

所 月 10 日 （ 平 導並びに公衆衛生情報の解析及び提供を行って

成 22 年 ４ 月 いる。

７日及び８日

職員調査）

神奈川県平塚保健 平 成 22 年 ３ 県民の保健・福祉の向上及び増進を図るための

福祉事務所 月 25 日 （ 平 事業を行っている。

成 22 年 ２ 月

所 管 区 域 ： 平 塚 18 日 、 19 日

市、大磯町及び二 及 び 22 日 職

宮町 員調査）

神奈川県鎌倉保健 平 成 22 年 ２ 県民の保健・福祉の向上及び増進を図るための

福祉事務所 月９日（平成 事業を行っている。

22 年 １ 月 ６

所管区域：横須賀 日から８日職

市、鎌倉市、逗子 員まで調査）

市及び葉山町

神奈川県茅ケ崎保 平 成 22 年 ２ 県民の保健・福祉の向上及び増進を図るための

健福祉事務所 月２日（平成 事業を行っている。

21 年 12 月 14
所 管 区 域 ： 藤 沢 日 か ら 16 日

市、茅ケ崎市及び ま で 職 員 調

寒川町 査）

神奈川県三崎保健 平 成 22 年 ５ 県民の保健・福祉の向上及び増進を図るための

福祉事務所 月 25 日 （ 平 事業を行っている。

成 22 年 ４ 月

所管区域：三浦市 28 日 職 員 調

査）

神奈川県精神保健 平 成 22 年 ３ 精神保健及び精神障害者の福祉に関する知識の

福祉センター 月 23 日 （ 平 普及、調査研究、複雑又は困難な相談及び指導、

成 22 年 ３ 月 相談及び指導に付随する診療並びに精神障害者

２ 日 職 員 調 の社会復帰に関する援助を行っている。

査）
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神奈川県中央児童 平 成 22 年 １ 児童福祉に関する諸問題について、家庭等から

相談所 月 27 日 （ 平 の相談に応じ、指導、治療及び施設等への入所

成 21 年 12 月 手続等を行っている。

所 管 区 域 ： 平 塚 ８ 日 か ら 10
市、藤沢市、茅ケ 日まで職員調

崎市、寒川町、大 査）

磯町及び二宮町

神奈川県鎌倉三浦 平成 22 年２ 児童福祉に関する諸問題について、家庭等から

地域児童相談所 月 16 日 （ 平 の相談に応じ、指導、治療及び施設等への入所

成 21 年 12 月 手続を行っている。

所 管 区 域 ： 鎌 倉 21 日 職 員 調

市、逗子市、三浦 査）

市及び葉山町

神奈川県小田原児 平 成 22 年 ３ 児童福祉に関する諸問題について、家庭等から

童相談所 月 23 日 （ 平 の相談に応じ、指導、治療及び施設等への入所

成 22 年 ３ 月 手続を行っている。

所管区域：小田原 ３ 日 職 員 調

市、南足柄市、中 査）

井町、大井町、松

田町、山北町、開

成町、箱根町、真

鶴町及び湯河原町

神奈川県立三浦し 平 成 22 年 ３ 知的障害のある児童及び 18 歳以上の知的障害者

らとり園 月 31 日 （ 平 を入園させて保護し、自立に必要な指導、訓練

成 22 年 ２ 月 を行うとともに診療等を行っている。

23 日 職 員 調

査）

神奈川県立中井や 平 成 22 年 ３ 障害者自立支援法附則第 20 条により、旧法指定

まゆり園 月８日（平成 施設として、18 歳以上の知的障害者を受け入れ、

22 年 １ 月 19 利用者の心身の状況等に応じて適切なサービス

日職員調査） を提供している。

神奈川県食肉衛生 平 成 22 年 ４ 衛生的で安全な食肉・食鳥肉が消費者に供給さ

検査所 月２日（平成 れるよう獣畜・食鳥の検査、と畜場・食鳥処理

22 年 ３ 月 15 場等の衛生指導及び食肉・食鳥肉中の残留物質

日職員調査） の検査事務を行っている。

神奈川県産業技術 平 成 22 年 ５ 木工、竹工、漆芸品その他雑貨工芸品など県内

センター工芸技術 月 10 日 （ 平 における工芸関係の発展を図るため、デザイン、

所 成 22 年 ３ 月 材料、加工・塗装技術の調査研究及び指導普及

19 日 職 員 調 を行っている。

査）
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神奈川県障害者就 平 成 22 年 １ 障害者の就労促進を図るための相談及び指導の

労相談センター 月 19 日 （ 平 業務を行っている。

成 21 年 12 月

22 日 職 員 調

査）

神奈川県立産業技 平 成 22 年 ６ 先進的な産業を支える実践技術者を育成すると

術短期大学校 月 23 日 （ 平 ともに、生涯職業能力開発の推進業務を行って

成 22 年 ４ 月 いる。

22 日 及 び 23
日職員調査）

神奈川県立平塚高 平 成 22 年 ２ 新規学校卒業者及び離転職者等に対して、職業

等職業技術校 月３日（平成 に必要な基礎的知識・技能を習得できるよう職

22 年 １ 月 20 業訓練を実施している。

日職員調査）

神 奈 川 県 立 藤 沢 平 成 22 年 ２ 新規学校卒業者及び離転職者等に対して、職業

高等職業技術校 月８日（平成 に必要な基礎的知識・技能を習得できるよう職

22 年 １ 月 21 業訓練を実施している。

日職員調査）

神奈川県立小田原 平 成 22 年 ４ 新規学校卒業者及び離転職者等に対して、職業

高等職業技術校 月 15 日 （ 平 に必要な基礎的知識・技能を習得できるよう職

成 22 年 ３ 月 業訓練を実施している。

18 日 職 員 調

査）

神奈川県立秦野高 平 成 22 年 １ 新規学校卒業者及び離転職者等に対して、職業

等職業技術校 月 22 日 （ 平 に必要な基礎的知識・技能を習得できるよう職

成 21 年 12 月 業訓練を実施している。

３ 日 職 員 調

査）

神奈川障害者職業 平 成 22 年 ２ 身体又は知的障害のある人に対して、職業に必

能力開発校 月 17 日 （ 平 要な基礎的知識・技能を習得できるよう職業訓

成 22 年 １ 月 練を実施している。

14 日 職 員 調

査）

神奈川県広域幹線 平 成 22 年 ２ 国及び中日本高速道路㈱が施行する広域幹線道

道路事務所 月 10 日 （ 平 路事業の整備促進を図るための地元調整、関係

成 22 年 １ 月 行政機関等との調整業務並びに中日本高速道路

所管区域：広域幹 ８ 日 職 員 調 ㈱から委託を受け、広域幹線道路事業の工事に
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線道路（第一東海 査） 関する用地の買収に伴う調査、測量、用地の買

自動車道、第二東 収、登記、買収に伴う地上物件の除却による補

海自動車道、一般 償を行っているほか、広域幹線道路事業に関連

国道 246 号バイパ するインターチェンジへのアクセス道路の新設、

ス（厚木秦野道路) 改良を行っている。

及び一般国道 468
号（さがみ縦貫道

路）に限る。）並

びに関連するイン

ターチェンジへの

アクセス道路及び

広域幹線道路に付

随する施設

神奈川県流域下水 平 成 22 年 ６ 相模川流域下水道施設及び酒匂川流域下水道施

道整備事務所 月３日（平成 設の建設工事及び維持管理等を行っている。

22 年 ４ 月 20
所管区域： 日 及 び 21 日

相模川流域下水 職員調査）

道 相模原市、平

塚市、藤沢市、茅

ケ崎市、厚木市、

伊勢原市、海老名

市、座間市、綾瀬

市、寒川町、大磯

町及び愛川町

酒匂川流域下水

道 小田原市、秦

野市、南足柄市、

二宮町、中井町、

大井町、松田町、

山北町、開成町及

び箱根町

神奈川県城山ダム 平 成 22 年 ６ 洪水調節のための城山ダムの操作等治水に係る

管理事務所 月 18 日 （ 平 事務を行っている。

成 22 年 ４ 月

７日及び８日

職員調査）

神奈川県三保ダム 平 成 22 年 ６ 洪水調節のための三保ダムの操作等治水に係る

管理事務所 月１日（平成 事務を行っている。

22 年 4 月 14
日 及 び 15 日

職員調査）
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神奈川県立図書館 平 成 22 年 ２ 図書、記録その他必要な資料を収集し、整理保

月 26 日 （ 平 存して一般県民の利用に供し、教養、調査研究

成 22 年 １ 月 及びレクリエーション等に資するための事業を

21 日 職 員 調 行っている。

査）

神奈川県立川崎図 平 成 22 年 ４ 自然科学及び産業技術に関する図書、記録その

書館 月５日（平成 他必要な資料を収集し、整理保存して県民の利

22 年 ３ 月 18 用に供し、教養及び調査研究等に資するための

日職員調査） 事業を行っている。

神奈川県立金沢文 平 成 22 年 ２ 史跡金沢文庫に保管されていた古文書その他の

庫 月１日（平成 文化財及び中世における歴史、芸術等の人文科

22 年 １ 月 ８ 学に関する資料の収集、保管、展示等を行うと

日職員調査） ともに、これらの資料に関する調査研究を行っ

ている。

神奈川県立近代美 平 成 22 年 ２ 近代美術品の収集、保管及び展示並びにこれに

術館 月４日（平成 関する調査研究、情報提供を行っている。

21 年 12 月 18
日職員調査）

神奈川県立神奈川 平 成 22 年 １ 全日制の課程 機械科、建設科、電気科及びデ

工業高等学校 月 20 日 （ 平 ザイン科

成 21 年 12 月 定時制の課程 機械科、建設科及び電気科

10 日 職 員 調

査）

神奈川県立商工高 平 成 22 年 １ 全日制の課程 機械科、電気科、化学科、商業

等学校 月 13 日 （ 平 科、情報処理科及び国際経済科

成 21 年 12 月

１ 日 職 員 調

査）

神奈川県立氷取沢 平 成 22 年 ４ 全日制の課程 普通科

高等学校 月８日（平成

22 年 １ 月 12
日職員調査）

神奈川県立荏田高 平 成 22 年 ４ 全日制の課程 普通科

等学校 月 15 日 （ 平

成 22 年 ３ 月

23 日 職 員 調

査）

神奈川県立住吉高 平 成 22 年 １ 全日制の課程 普通科
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等学校 月 14 日 （ 平

成 21 年 12 月

３ 日 職 員 調

査）

神奈川県立向の岡 平 成 22 年 １ 全日制の課程 機械科、建設科及び電気科

工業高等学校 月 14 日 （ 平 単位制による定時制の課程 総合学科

成 21 年 12 月 定時制の課程 機械科、電気科及び建設科

３ 日 職 員 調

査）

神奈川県立神奈川 平 成 22 年 ５ 単位制による全日制の課程 総合産業科

総合産業高等学校 月 20 日 （ 平 単位制による定時制の課程 総合学科

成 22 年 ４ 月

14 日 職 員 調

査）

神奈川県立厚木高 平 成 22 年 ４ 全日制の課程 普通科

等学校 月 13 日 （ 平

成 22 年 ２ 月

16 日 職 員 調

査）

神奈川県立厚木清 平 成 22 年 ４ 単位制による全日制の課程 普通科

南高等学校 月 13 日 （ 平 単位制による定時制の課程 普通科

成 22 年 ２ 月 単位制による通信制の課程 普通科

16 日 職 員 調

査）

神奈川県立綾瀬西 平 成 22 年 １ 全日制の課程 普通科

高等学校 月５日（平成

21 年 12 月 14
日職員調査）

神奈川県立愛川高 平成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 10 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

13 日 職 員 調

査）

神奈川県立みどり 平 成 22 年 １ 小学部、中学部及び高等部本科（普通科）

養護学校 月 13 日 （ 平

成 21 年 12 月

１ 日 職 員 調

査）
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神奈川県山手警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月２日（平成 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

22 年 ３ 月 16 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：横浜市 日職員調査） ている。

中区、磯子区及び

南区の一部

神奈川県旭警察署 平 成 22 年 ５ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

月 13 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

所管区域：横浜市 成 22 年 ４ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

旭区 19 日 職 員 調 ている。

査）

神奈川県港北警察 平 成 22 年 ５ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 21 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ４ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：横浜市 28 日 職 員 調 ている。

港北区 査）

神奈川県緑警察署 平 成 22 年 １ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

月 13 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

所管区域：横浜市 成 21 年 12 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

緑区 ４ 日 職 員 調 ている。

査）

神奈川県瀬谷警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 15 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ３ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：横浜市 24 日 職 員 調 ている。

瀬谷区 査）

神奈川県川崎臨港 平 成 22 年 ５ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

警察署 月 10 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ４ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：陸上区 15 日 職 員 調 ている。

域は川崎市川崎区 査）

の一部及び横浜市

鶴 見 区 の う ち 扇

島、海上区域は川

崎港港湾区域

神奈川県高津警察 平 成 22 年 １ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 14 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 21 年 12 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：川崎市 ２ 日 職 員 調 ている。

高津区 査）
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神奈川県横須賀警 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

察署 月 15 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ３ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：横須賀 17 日 職 員 調 ている。

市の一部 査）

神奈川県三崎警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 15 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ３ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：三浦市 23 日 職 員 調 ている。

査）

神奈川県逗子警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月８日（平成 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

22 年 ２ 月 15 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：逗子市 日職員調査） ている。

神奈川県秦野警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 15 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ３ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：秦野市 25 日 職 員 調 ている。

査）

神奈川県座間警察 平 成 22 年 ４ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

署 月 13 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ２ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：座間市 24 日 職 員 調 ている。

査）

神奈川県相模原警 平 成 22 年 ６ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

察署 月８日（平成 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

22 年 ４ 月 26 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：相模原 日職員調査） ている。

市の一部

神奈川県津久井警 平 成 22 年 ５ 県民の生命、身体及び財産の保護に任じ、犯罪

察署 月 10 日 （ 平 の予防、鎮圧及び捜査、被疑者の逮捕、交通の

成 22 年 ４ 月 取締りその他公共の安全と秩序の維持に当たっ

所管区域：相模原 22 日 職 員 調 ている。

市の一部 査）

２ 平成 21 年度における財務に関する事務の執行について監査を行った。

(１) 指導事項及び要望事項が認められた監査実施箇所
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監査実施箇所名及 監 査 実 施 所掌事務の概要 監査の結果

び所管区域 日

神奈川県立希望ケ 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

丘高等学校 ６ 月 ２ 日 通科 契約事務において、産業廃

（平成 22 定 時 制 の課 程 普 棄物の収集・運搬、処分の委

年４月 27 通科 託契約締結に当たり、適正な

日 職 員 調 見積書を徴していなかった。

査） また、契約書に廃棄物の処理

及び清掃に関する法律に規定

された内容が記載されておら

ず、契約に伴う覚書について

も表現が適切でなかった。

神奈川県立旭高等 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

学校 ５月 25 日 通科 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 務処理が著しく不適切であっ

年４月 26 た。

日 職 員 調 １ 予算の執行において、物

査） 品の購入に係る支出負担行

為を納品後に行っているも

のがあった。

２ 契約事務において、教卓

ほか１件の購入に当たり、

会計局長通知（平成 22 年２

月２日付け会指第 82 号）に

反し、３月に契約を締結し

ていた。

神奈川県立横浜旭 平成 22 年 単 位 制 によ る 全 日 （指導事項）

陵高等学校 ５月 25 日 制の課程 普通科 収入事務において、教育財

（平成 22 産の目的外使用許可に伴う使

年４月 26 用料の調定に当たり、２回に

日 職 員 調 分けて調定すべきところ、一

査） 括して調定し、新台帳価格決

定後、差額を還付していた。

神奈川県立港北高 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

等学校 ５月 21 日 通科 支出事務において、災害対

（平成 22 策用ろ水機保守点検委託料の

年４月 27 支払に当たり、履行確認前に

日 職 員 調 支出していた。

査）

神奈川県立霧が丘 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）
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高等学校 ５月 31 日 通科 契約事務において、次のと

（平成 22 おり事務処理が著しく不適切

年４月 26 であった。

日 職 員 調 １ 産業廃棄物の運搬・処分

査） 業務委託で、神奈川県財務

規則に定める検査に関する

調書を作成していないもの

があった。

２ 外壁落下防止工事で、契

約書の作成や支出負担行為

を行わず工事に着手してい

た。

神奈川県立市ケ尾 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

高等学校 ５月 21 日 通科 収入事務において、現金領

（平成 22 収した現金の収納に当たり、

年４月 26 神奈川県財務規則に定められ

日 職 員 調 た期間内に指定金融機関等に

査） 納付していなかった。

神奈川県立川和高 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

等学校 ５月 31 日 通科 次のとおり、事務処理が著

（平成 22 しく不適切であった。

年４月 26 １ 予算の執行において、部

日 職 員 調 室扉・侵入防止柵改修工事

査） に係る支出負担行為を完成

検査後に行っていた。

２ 契約事務において、産業

廃棄物の運搬・処分業務委

託で、神奈川県財務規則に

定める検査に関する調書を

作成していないものがあっ

た。

神奈川県立瀬谷高 平成 22 年 全 日 制 の課 程 普 （指導事項）

等学校 ６月 23 日 通科 次のとおり誤りがあり、事

（平成 22 務処理が著しく不適切であっ

年４月 27 た。

日 職 員 調 １ 予算の執行において、窓

査） 枠等補修工事に係る支出負

担行為を遡って行っていた。

２ 支出事務において、政府

契約の支払遅延防止等に関

する法律に定める対価の支

払の時期を超えて支払って

いるものがあった。
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３ 契約事務において、神奈

川県財務規則の規定に基づ

き契約書を作成すべき金額

であるにもかかわらず、契

約書が作成されていなかっ

た。

神奈川県立三ツ境 平成 22 年 小学部、中学部及び （指導事項)

養護学校 ５月 20 日 高等部本科（普通科） 支出事務において、厨房用冷

（平成 22 蔵庫の購入に当たり、納品、請

年４月 26 求書受理後に執行伺票を作成し、

日 職 員 調 決裁を行っていた。

査）

(２) 指導事項及び要望事項が認められなかった監査実施箇所

監査実施箇所名 監査実施日 所掌事務の概要

神奈川県立鶴見高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立鶴見総 平 成 22 年 ５ 単位制による全日制の課程 総合学科

合高等学校 月 31 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立神奈川 平成 22 年６ 単位制による全日制の課程 普通科

総合高等学校 月 11 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立横浜翠 平 成 22 年 ６ 全日制の課程 普通科

嵐高等学校 月１日（平成 定時制の課程 普通科

22 年 ４ 月 27
日職員調査）

神奈川県立城郷高 平 成 22 年 ６ 全日制の課程 普通科

等学校 月１日（平成

22 年 ４ 月 27
日職員調査）
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神奈川県立横浜平 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

沼高等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 4 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立横浜緑 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

ケ丘高等学校 月 31 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立横浜立 平 成 22 年 ６ 全日制の課程 普通科

野高等学校 月１日（平成

22 年 4 月 27
日職員調査）

神奈川県立横浜清 平 成 22 年 ５ 単位制による全日制の課程 総合学科

陵総合高等学校 月 31 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立光陵高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立保土ケ 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

谷高等学校 月 25 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立新羽高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立岸根高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 31 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調
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査）

神奈川県立白山高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

26 日 職 員 調

査）

神奈川県立元石川 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

高等学校 月 21 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

26 日 職 員 調

査）

神奈川県立新栄高 平 成 22 年 ５ 全日制の課程 普通科

等学校 月 19 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

26 日 職 員 調

査）

神奈川県立川崎高 平 成 22 年 ６ 単位制による全日制の課程 普通科

等学校 月１日（平成 単位制による定時制の課程 普通科

22 年 ４ 月 27
日職員調査）

神奈川県立大師高 平 成 22 年 ５ 単位制による全日制の課程 総合学科

等学校 月 31 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立鶴見養 平 成 22 年 ６ 小学部、中学部及び高等部本科（普通科）

護学校 月 10 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立横浜南 平 成 22 年 ６ 小学部、中学部及び高等部本科（普通科）

養護学校 月 17 日 （ 平

成 22 年 ４ 月

27 日 職 員 調

査）

神奈川県立保土ケ 平 成 22 年 ６ 小学部、中学部及び高等部本科（普通科）

谷養護学校 月 23 日 （ 平

成 22 年 ４ 月
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27 日 職 員 調

査）

３ 平成 21 年度における財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事

務、事業の執行について監査を行った。

(１) 指導事項及び要望事項が認められた監査実施箇所

監査実施箇所名及 監 査 実 施 所掌事務の概要 監査の結果

び所管区域 日

神奈川県企業庁相 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 （指導事項）

模原南水道営業所 ６月 18 日 持 管 理 、給 水 装 置 支出事務において、タクシ

（平成 22 工事の審査・検査、 ーの利用及び支払に当たり、

所管区域：相模原 年 ４ 月 ９ 量 水 器 の点 検 、 水 次のとおり契約及び書類確認

市の一部 日及び 12 道 料 金 及び 公 共 下 等一連の事務処理が著しく不

日 職 員 調 水 道 使 用料 の 徴 収 適切であった。

査） 等 の 事 務を 行 っ て １ 契約を締結していないタ

いる。 クシー会社のチケットを利

用していた。

２ 支出負担行為に必要な書

類が整っていないにもかか

わらず、支出負担行為を行

い支出命令を行っていた。

３ 請求年月日が記載されて

いない不備な請求書を受領

し、その請求書により支払

を行っていた。

神奈川県企業庁津 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 （指導事項）

久井水道営業所 ２月 22 日 持 管 理 、給 水 装 置 次のとおり誤りがあり、事

（平成 21 工事の審査・検査、 務処理が著しく不適切であっ

所管区域：相模原 年 12 月 18 量 水 器 の点 検 、 水 た。

市の一部 日及び 21 道 料 金 及び 公 共 下 １ 収入事務において、神奈

日 職 員 調 水 道 使 用料 の 徴 収 川県公営企業財務規程に定

査） 等 の 事 務を 行 っ て める収入日計票兼現金受渡

いる。 票の事務処理手続を行って

いないものがあった。

２ 支出事務において、一般

廃棄物収集運搬処理業務委

託料３件、 3,211 円を過少に

支払っていた。

３ 工事の執行事務において、

工事積算の手続を進めるに

当たり、不適切な処理が行
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われているものがあった。

４ 財産管理事務において、

車両の所管替えに当たり、

神奈川県公営企業固定資産

管理規程に定める手続を行

っていなかった。

５ 庶務事務において、日々

雇用職員の再雇用に当たり、

非常勤職員の雇用等に関す

る取扱要綱に定められた雇

用を行っていなかった。

神奈川県企業庁鎌 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 （指導事項）

倉水道営業所 ４月 15 日 持 管 理 、給 水 装 置 契約事務において、工事完

（平成 22 工事の審査・検査、 成の通知及び収受の手続を進

所 管 区 域 ： 鎌 倉 年 ３ 月 １ 量 水 器 の点 検 、 水 めるに当たり、不適切な処理

市、逗子市及び葉 日 及 び ２ 道 料 金 及び 公 共 下 が行われているものがあった。

山町（湘南国際村 日 職 員 調 水 道 使 用料 の 徴 収

の区域を除く） 査） 等 の 事 務を 行 っ て

いる。

神奈川県企業庁茅 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 (指導事項)

ケ崎水道営業所 ２ 月 ２ 日 持 管 理 、給 水 装 置 財産管理事務において、車

（平成 21 工事の審査・検査、 両の所管替えに当たり、神奈

所管区域：平塚市 年 12 月 24 量 水 器 の点 検 、 水 川県公営企業固定資産管理規

の一部、茅ケ崎市 日 職 員 調 道 料 金 及び 公 共 下 程に定める手続を行っていな

及び寒川町 査） 水 道 使 用料 の 徴 収 かった。

等 の 事 務を 行 っ て

いる。

神奈川県企業庁厚 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 （指導事項）

木水道営業所 ２月 17 日 持 管 理 、給 水 装 置 財産管理事務において、車

（平成 22 工事の審査・検査、 両の所管替えに当たり、神奈

所 管 区 域 ： 厚 木 年１月 13 量 水 器 の点 検 、 水 川県公営企業固定資産管理規

市、伊勢原市及び 日及び 14 道 料 金 及び 公 共 下 程に定める手続を行っていな

愛川町の一部 日 職 員 調 水 道 使 用料 の 徴 収 かった。

査） 等 の 事 務を 行 っ て

いる。

神奈川県企業庁海 平成 22 年 県 営 水 道施 設 の 維 （指導事項）

老名水道営業所 ４月 15 日 持 管 理 、給 水 装 置 支出事務において、電気料

（平成 22 工事の審査・検査、 金及び電話料金を支払期限後

所管区域：海老名 年３月 17 量 水 器 の点 検 、 水 に支払っているものが６件あ

市及び綾瀬市 日及び 18 道 料 金 及び 公 共 下 った。

日 職 員 調 水 道 使 用料 の 徴 収

査） 等 の 事 務を 行 っ て
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いる。

神奈川県企業庁相 平成 22 年 城 山 ダ ム、 相 模 ダ （指導事項）

模川水系ダム管理 ６月 18 日 ム 、 沼 本ダ ム 、 道 次のとおり、事務処理が著

事務所 （平成 22 志 ダ ム 、寒 川 取 水 しく不適切であった。

年 ４ 月 ７ 施 設 等 の操 作 及 び １ 予算執行事務において、

日 及 び ８ 維 持 管 理を 行 っ て 湖面管理用船舶の購入に当

日 職 員 調 いる。 たり、次のとおり、本来必

査） 要となる予算措置を講じな

いまま、事実とは異なる内

容の支出関係書類を作成し

て予算を執行しており、事

務処理が不適切であった。

(1) 船舶購入代として執行

しなければならないとこ

ろ、予算の流用など適正

な手続を踏まずに修繕費

として執行していた。

(2) 津久井湖管理費におい

て執行すべきところ、予

算区分を異にする共同施

設受託管理費等において

執行していた。

(3) 平成 21 年度に納入され

ているにもかかわらず、

平成 20 年度に納入された

ものとして支払いを行っ

ていた。

２ 収入事務において、行政

資産の目的外使用に係る土

地使用料の調定事務に３月

を超えて遅れているものが

多数あった。

３ 支出事務において、土地

使用料を納入期限後を大幅

に遅れて支払っているもの

があった。

神奈川県企業庁酒 平成 22 年 三 保 ダ ム、 品 ノ 木 （指導事項）

匂川水系ダム管理 ６ 月 １ 日 取 水 ダ ム、 玄 倉 ダ 財産管理事務において、自

事務所 （平成 22 ム 及 び 熊木 ダ ム の 動販売機設置の使用許可の更

年４月 14 操 作 、 維持 管 理 並 新に当たって許可日を遡って

日及び 15 び に 飯 泉取 水 せ き 許可を行っていた。

日 職 員 調 に お け る取 水 量 の

査） 確 保 並 びに 早 川 発

電 所 等 の維 持 管 理



- 39 -

を行っている。

(２) 指導事項及び要望事項が認められなかった監査実施箇所

監査実施箇所名及 監査実施日 所掌事務の概要

び所管区域

神奈川県企業庁相 平 成 22 年 ４ 県営水道施設の維持管理、給水装置工事の審査

模原水道営業所 月 15 日 （ 平 ・検査、量水器の点検、水道料金及び公共下水

成 22 年 ３ 月 道使用料の徴収等の事務を行っている。

所管区域：相模原 19 日 及 び 23
市の一部 日職員調査）

神奈川県企業庁藤 平 成 22 年 ４ 県営水道施設の維持管理、給水装置工事の審査

沢水道営業所 月 20 日 （ 平 ・検査、量水器の点検、水道料金及び公共下水

成 22 年 ３ 月 道使用料の徴収等の事務を行っている。

所管区域：藤沢市 11 日 及 び 12
日職員調査）

神奈川県企業庁平 平 成 22 年 ４ 県営水道施設の維持管理、給水装置工事の審査

塚水道営業所 月 15 日 （ 平 ・検査、量水器の点検、水道料金及び公共下水

成 22 年 ３ 月 道使用料の徴収等の事務を行っている。

所 管 区 域 ： 平 塚 19 日 及 び 23
市、小田原市の一 日職員調査）

部、大磯町及び二

宮町

神奈川県企業庁大 平 成 22 年 ４ 県営水道施設の維持管理、給水装置工事の審査

和水道営業所 月 20 日 （ 平 ・検査、量水器の点検、水道料金及び公共下水

成 22 年 ３ 月 道使用料の徴収等の事務を行っている。

所管区域：大和市 24 日 職 員 調

査）

神奈川県企業庁箱 平 成 22 年 ４ 水源の運営、県営水道施設の維持管理、給水装

根水道営業所 月２日（平成 置工事の審査・検査、量水器の点検、水道料金

22 年 ３ 月 ５ 及び公共下水道使用料の徴収等の事務を行って

所管区域：箱根町 日及び８日職 いる。

の一部 員調査）

神奈川県企業庁寒 平 成 22 年 ４ 取水に係る水源及び浄水場の運営並びにポンプ

川浄水場 月５日（平成 施設等の維持管理を行っている。

22 年 ３ 月 ８

日及び９日職

員調査）
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神奈川県企業庁谷 平 成 22 年 ２ 取水に係る水源及び浄水場の運営並びにポンプ

ケ原浄水場 月 22 日 （ 平 施設等の維持管理を行っている。

成 21 年 12 月

10 日 及 び 11
日職員調査）

神奈川県企業庁水 平 成 22 年 ４ 小水源、小規模浄水場、給水栓水等の水質検査

道水質センター 月５日（平成 を行っている。

22 年 ３ 月 ８

日及び９日職

員調査）

神奈川県企業庁相 平 成 22 年 ６ 相模発電所、津久井発電所、城山発電所等及び

模川発電管理事務 月２日（平成 発電総合制御所に関すること（相模川水系ダム

所 22 年 ４ 月 14 管理事務所及び発電総合制御所の所掌事務に属

日 及 び 15 日 するものを除く。）を行っている。

職員調査）

神奈川県企業庁発 平 成 22 年 ６ 相模発電所、津久井発電所、城山発電所、早川

電総合制御所 月２日（平成 発電所等の運転制御を行っている。

22 年 ４ 月 14
日 及 び 15 日

職員調査）


